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研究成果の概要

三宅 和正

          

これまでの主な研究成果は、量子液体、超流動、および異方的超伝導とそれに関連する磁

性の理論的研究の分野で成されている。特筆すべき成果として、A) 強相関電子系の超伝導
機構として反強磁性スピンゆらぎ機構を世界に先駆けて提唱したことと、B) それと相補的
に、価数ゆらぎ（電荷移動ゆらぎ）により転移温度が反強磁性ゆらぎによるものより超伝

導転移温度が倍以上に増強されることを指摘したこと、が上げられる。これらは室温超伝

導の実現をめざすときに重要な指針となると考えられる。それ以外の成果も含めて成果の

概要は以下のようにまとめられる。

１．フェルミ粒子系の超流動・超伝導において、とりわけ２次元系において、「クーパー対

凝縮」と「２粒子分子のボース・アインシュタイン凝縮」とのクロスオーバがどのように

起こるかについての研究で先駆的な仕事を行った。（論文リスト A6）
２．重い電子系をはじめとする強相関電子系超伝導体において、反強磁性スピンゆらぎに

媒介される超伝超伝導機構により「スピン１重項」の異方的超伝導状態が実現する可能性

について初めて理論的に指摘した。これらの発現機構は重い電子系のいくつかの超伝導体、

銅酸化物をベースとする高温超伝導体、低次元有機超伝導体、などで実現していることが

その後明らかになった。（論文リスト B7）
３．異方的超伝導体中での非磁性不純物の対破壊効果に関して新しい効果を発見し、その

後強相関電子系超伝導の実験を分析してその超伝導の性質を決めるための一つの指針を

与えるようになった。（論文リスト B6）
４．強相関電子系の典型物質である重い電子系の電子状態についていくつかの興味ある結

果を得た。たとえば、Kadowaki-Woods の関係が成立する原因が多体相関効果にあるこ
とを Kramers-Kronig の関係にもとづいて一般的に示したのが、論文リスト B10、強相
関電子系における磁性や伝導を記述するには電子の遍歴性と局在性の２重性を取り込む

ことが不可欠であることを提唱し量子力学的現象論を提唱したのが、論文リスト B11、近
藤半金属 CeNiSn の異常な性質の起源は結晶場効果であることを明確に示したのが、論
文リスト B17、などである。
５．高温超伝導を示す銅酸化物の性質の内で「擬ギャップ」とか「スピン電荷分離の様相」

といった異常な振る舞いがネストした反強磁性ゆらぎに起因するとして矛盾なく理解で

きることを、遍歴・局在２重性モデルにもとづいて示した。（論文リスト B15）
６．２.で触れたものも含めて、実験との関わりの中で、風変わりな超伝導発現機構をいく
つも提唱してきた。たとえば、電子格子相互作用を用いても d波超伝導が可能なことを指
摘したのが、論文リスト B1、Sr2RuO4 の異方的ギャップのモデルを提唱したのが、論文

リスト B22、UPd2Al3の磁気励起子機構を提唱したのが、論文リスト B25 、などである。
７．CeCu2Ge2など重い電子系の一群の物質において Ceの価数が加圧により急激に変化す
ることに伴い「重い電子系としては高温」の超伝導転移温度が出現することが｢臨界価数

揺らぎ」による新しいタイプの異方的超伝導機構で説明できることを五つの論文（論文リ

スト B23, B24, B31, B35, B36）で示した。
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